
すごろく遊び

•乗換などして、意外なところまで公共交通で行けるというこ
とを「考える」という作業をしてもらいながら、知ってもらいま
す。

•スタンプラリーですと 年に1回 多いところでも春・秋に1回•スタンプラリ ですと、年に1回、多いところでも春 秋に1回
で、なかなか参加できないこともあります。

•また、子供たちだけで公共交通を使って外出するのは危な
いので、スタンプラリーのうちで、「どのように回ろう」と考え
る部分 みをすごろく 考え もらう とが きまする部分のみをすごろくで考えてもらうことができます。

事例 枚方 松江など事例：枚方、松江など



すごろく遊びように追加で作成されたカード

表面は、枚方八景の写真
裏面は、説明と点数が
書かれています



遊び方

サイ を振り その目だけバス停を進みます• サイコロを振り、その目だけバス停を進みます。

• 枚方八景の最寄りのバス停についたときは、カードを引
き 裏面 点数を見 自分 得点 加えますき、裏面の点数を見て、自分の得点に加えます。

• 単に家で遊んでもらう道具だけではなく、公民館活動な
どと組み合わせて、子供たちを集めて公共交通を知って
もらうということもできるでしょう



エコ通勤・通学コンテスト

ＮＰＯ法人プロジェクトゆうあい 島根県松江市

(1) エコ通勤・通学コンテストinしまね ＜島根県下＞

－主に通勤時の公共交通機関利用を促進するために、公共交通機関利
用を推進する事業者のコンテストを実施します。用を推進す 事業者 を実施 す。

－環境にやさしい通勤を推進している（マイカー通勤を抑制している）事業
者を様々な分野から、事業所の規模の大小に関わらず公募し、あわせ
て、具体的な取り組みの内容や、個人の逸話などを募集します。

(2) 「どこでもバスマップ学生版」の制作、配布 ＜松江市をモデルに＞

－「どこでもバスマップ学生版」を制作し 松江市内の高校生 大学生を対「どこでもバスマップ学生版」を制作し、松江市内の高校生、大学生を対
象として公共交通利用を促進するために配布、普及啓発を行います。

－全体のマップとともに、各学校 （15校）別の登下校バス時刻表を制作し
ます。ます。





公共交通の利用者を増やすには
・マップという「かたち」・マップという「かたち」

・マップを生かす「しくみ」

・公共交通を使おうという「こころ」公共交通を使おうという「こころ」

3つのデザインができなければなりません

• マップだけではなく、どう使うかを考える必要があります。マップだけではなく、どう使うかを考える必要があります。

• 通勤・通学をメインに絞れば、早く、遅れないこと。

• しかし 美原区民の生活を豊かにする外出においては 様々しかし、美原区民の生活を豊かにする外出においては、様々
な外出では、高齢者や女性などがターゲットになります。

• 高齢者などにおいては、情報を収集することがうまくないこと高齢者などにおいては、情報を収集することがうまくないこと
があります。そのためには、口コミで伝えてあげるという地域
の活動という「しくみ」が重要かもしれません。

マップはこの「しくみ」を動かしていく際に手助けとなります。


